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緒言

利尻山(標高 1721m) は利尻島中央に位置する

孤立峰である。これまで高山帯での蛾類調査は数

人の研究者により数回試みられているが、未だ充

分な情報は得られていない。

我々は北海道の高山帯に生息する蛾類の研究を

継続的に行っているが、 1990 年に 2 回にわたり利

尻山高山帯において蛾類調査をする機会を得たの

で、その調査結果を報告する。

利尻・礼文・サロベツ国立公園における「特別

保護地域」での調査は環境庁長官(平成 2 年 4 月

21 日付環自北許第 278 号)の許可を得て実施した。

本文に入るに先立ち、現地調査に際して御協力

をいただいた野田佳之氏、種々の便宜をお図り戴

いた利尻町立博物館の西谷栄治・佐藤雅彦の両氏

に深謝致します。

調査日程

1. 1990 年 6 月 25 日一 26 日(調査者・保田)

鴛泊コースにて上山し利尻山小屋泊。 26 日は山

小屋~山頂の高山帯を中心に日中に昼飛性種を調

査した。

2. 1990 年 8 月 2 臼- 4 日(調査者:楠・保田)

鴛泊コースにて上山し利尻山小屋泊。 2~3 日

夜間、小屋より 300m ほど登った稜線部でケロシ

ンランプによる灯火採集を行った。 2 日夜は無風

で暖かくかなりの成果が得られた。しかし 3 日夜

は強風のため全く飛来がなかった。 3~4 日日中

は山小屋周辺を中心に、昼飛性種を調査した。

確認種目録

凡例:多くの確認種は 8 月 2 日の灯火採集によ

るものなので、これらについては採集地.年月日
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を省略した。それ以外の採集品にのみ地名.月日

を記した。高山蛾は和名の右肩に救印を付して示

した。

1. INCURVARIIDAE マガリガ科

1.“Lampronia" sp. 1 ♂ 2 ♀， 4. VIII

亜高山帯 (600-800m) で日中得られた。本

種は大雪山系の亜高山帯一高山帯にも生息して

いるが、種名を決定できていない。本州中部山

岳地帯に生息するへリモンマガリガによく似て

いる。

II. TORTRICIDAE ハマキガ科

1. Archipsopor αnus (LINNAE むS) マツ

アトキノ、マキ 1 ♂

2. Apotomiscαpre απα(HUBNER) ヤナ

ギツマジロヒメハマキ l ♀

3. Epionti α crucinana (HUBNER) ミヤ

マヤナギヒメハマキ本 2♂2 ♀， 3. VJ[

山小屋周辺のミヤマヤナギよで日中得られた。

本種は北海道・本州の高山帯に分布する高山

蛾である。北海道内ではこれまでに大雪山系

.無意根山・羊蹄山・夕張岳・知床山系の高

山帯から記録されている {211310 利尻山からは

今回の調査で初めて、記録された。

4. Epinoti α rubric αnαKUZNETZOV ツチ

イロヒメハマキ 3 ♂、 4. VJ[

亜高山帯 (600-800m) の登山道付近に日中

多かった。本種はハンノキ類に寄生するので、

この標高に多いヤマハンノキを食しているも

のと思われる。

5.EpinotispinicolaKUZNETZOV ハイマ

ツコヒメハマキ* 1♂， 3. VJ[

山小屋付近のハイマツを叩いて日中得られた。

本種はハイマツに寄生し、北海道・本州、|に分

布する高山蛾である。道内では大雪山系・夕

張山系・知床山系・天塩山系および幌尻の高

山帯のハイマツ帯より分布が確認されている

121141(日。利尻山からは初めての記録である。

6. Rhyacioniasp. ハイマツアカシンムシ 2

♂

本種もハイマツに寄生する種であるが、これ

までに弟子屈と鷹泊の2 ヵ所から僅かな個体

が得られているだけで極めて稀な種である 1610
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また、高山帯のハイマツ帯からは記録がなく

2) 、高山蛾とはされていない。今回の調査で

は、ハイマツ帯での灯火採集で、 2 ♂が得られ

円

I~O

7. Dichror αmph αcα ncellat αnαKENNEL

ヘリホシヒメハマキ l♂， 4.VJ[
亜高山帯 (600-800m) の登山道付近に日中

多かった。

m.COCHYLIDAE ホソハマキガFヰ

1. Aethescnic αnα CnL Cα sna (WESTOWOOD) ニセ

エダオビホソハマキ 1 ♀， 26. VI

登山道付近で日中得られた。

IV. PYRALIDAE メイガ科

1. Cr αmbus perlellus(SeOPL!) ウスギン

ツトガ l ♂

2. Catoptri α submoniu αgαBLESZYNSKI

ニセフタテンツトガ l♂

3.Palpitanigropunctalis(BREMER) マエアカ

スカシノメイガ 1♂

V. DREPANIDAE カギパガ科

1. Drep αnα curu αtul αα cut αBUTLER オ

ピカギパ 1 ♂

VI. GE0METRIDAE シャクガ科

1. Geometrapapilionariasubigua(PROUT) オ

オシロオヒセアオシャク 1 ♀

2. Id αea biselat α(HUFNAGEL) ウスキヒメ

シャク 2 ♀

3. Aplocer ，α pereleg αns kurilata(BRYK) ツマ

アカナミシャク 2 ♂

灯火で得られたが、日中も高山帯を飛掬して

いる個体が時折見られた。

4. Br αbir α artemidera artemidera(OBERTHUR)

キリパネホソナミシャク l ♂ 2 ♀

5. Photoscotosiaatrostrigat α(BREMER) ネグ

ロウスベニナミシャク 1 ♀

6. Gα nd αritis fixseni(BREMER) キマダラオオ

ナミシャク 1 ♂

ー 7. Gandaritis αgnea festinaria(CHRISTOPH)

キガシラオオナミシャク 1 ♀

8. Lamprteryxminna(BUTLER) アトクロナミ
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シャク 1 ♂

9.Lobogonodeserectaria(LEECH) キホソジナ

ミシャク l ♂ 2 早

10. Dysstrkm α infuse αtα subgl αue αINOUE

ウスキナカジロミナシャク 1♂

11.Viidaleppiatαig αnα sounkean α(MATSUMURA)

ソウンクロオビナミシャク* 9 ♂ 2 ♀

本種は北海道・本州、|に分布する高山蛾である

1) 7) 。道内では大雪山系を始めとして、夕張

山系・知床山系・天塩岳・幌尻岳・羊蹄山の

高山帯に広く分布す 131 (4)15) 1目。利尻山からは

かつて 1♂だけが記録されていた (9) 。今回多

数の個体が得られたが、斑紋・色彩は道内の

他山系とほぼ同様であり、亜種 sounkeana! こ

一致するものと考えられる。

12. Venusiaeα mbrie αCURTIS ミヤマナミ

シャク l ♂ l ♀

13.Perizomasα xeum (WILEMAN) ヒメカノ〈ス

ジナミシャク 3 ♂ 3 ♀

14.Myrtetaunio(OBERTHUR) ミスジシロエダ

シャク 2 ♂

15.Synegiaichios 日ωα na (MATSUMURA) マ jレノ、

グルマエダシャク 3 ♂ 1 ♀

16. Crypsicometaincetari α(LEECH) ツマキエ

夕、、シャク 2 ♂

17. Alcispicat α(BUTLER) シロシタオビエダ

シャク 3 ♂

VII. LASIOCAMPIDAWE カレハガ

科

1.Philudoriapotatoriamikado(BRVK) ヨシカ

レノ:- 1 ♂

VIII. NOT0DONTIDAE シャチホコガ

科

1.Ptilodonrobw;ta(MATSUMURA) エグリシャ

チホコ l ♂

医 ARCTIIDAE ヒトリガ科

1. Eilemagriseolaaegrot α(BUTLER) キシタ

ホソノ-{ 2 ♀

2. Agyllagiganteagigantea(OBERTHUR) キベ

リネズミホソパ 1♂

3.MiltochristapαUda (BREMER) ハガタキコ

ケガ 1 ♂

X. NOCTUIDAE ヤガ科

1.Bryophilamel αchlor α(ST AUDINGER) マルモ

ンキノコヨトウ 1 ♂

2.AgrotispαtUL αWALKER ホッキョクモ

、ンヤガ本 5 ♂

本種は北海道・本州、|に分布する高山蛾である。

道内からは大雪山系より知られているほか、

利尻山からは神保らが 2♂を採集して分布を

確認している ω 。本種の色彩は・斑紋など

には地理的変異が強いことが知られるが(l)、

今回の利尻山産の 5 個体はお互いに斑紋や前

趨の題担の変異が強く、他山系との比較のた

めには、さらに追加標本が必要と思われる。

3. Ochropleur α fennica (TAUSCHER) ア卜ウス

ヤガ 2 ♂ 1 ♀

本種は高山蛾ではないが、極めて分布の限ら

れている珍しい種で、我が国では大雪山周辺

の亜高山帯一山地帯・天塩・根室などから知

られているにすぎない 111 1810 利尻山からは今

回の調査で初めて発見された。

4.Hormonassaarenosa(BUTLER) ホシボシャガ

l ♂

5. Sp αelotia disgnosta(BOURSIN) ウスイロカ

パスジヤガ 5 ♂ l ♀

6. Diarsiabrunnea(DENIS&SCHIFFERMULLER)

ミヤマアカヤガ 7 ♂

7.Diarsiadω itzi (GRAESER) モンキヤガ 3

♂

8.Anomogynaspeciosa(HUBNER) フルプスヤガ

9 ♂

本種は北海道・本州、|に分布する高山蛾である

1)。道内では、大雪山系・夕張山系・知床山

系・幌尻岳・羊蹄山に分布し、利尻山からも

既に記録されている。 131 IS) I自}凶。今回の調査

では個体数は比較的多かった。斑紋・色調は

道内の他山系の個体と同様である。

9. Euroisoccult α(LINNRAEUS) オオシラホシ

ヤガ 2 ♂

10.Anaplectoidesprasina(DENIS&SCHIFFERMULｭ

LER) アオバヤガ 1♂

11.Pseudaletiaseparata(WALKER) アワヨトウ

1 ♂
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12.Blepharitabathensis(LUTZAU) ミヤマノ、ガ

タヨウトウ 1 ♂ 2 ♀

13.Apamealateritia(HUFNAGEL) オオアカヨ

トウ 7 ♂

14. Ap αme αhα mpsoni SUGI ネスジシラク

モヨトウ 2 ♂

15. Pαrastichtis suspect 日 (HUBNER) ハイイロ

ヨトウ 1 ♂

16. Mes αpα mea concinnataHEINICKE ホシミミ

ヨトウ 1 ♂

17. 品pporia repetit α(BUTLER) サッポロチャ

イロヨトウ 2 ♂

18. Luperinahedenihedeni(GRAESER) モヤマ

チャイロヨトウ 1 ♂

本種は北海道・本州、|に分布するが、道内では

東部(標茶・知床半島など)のみから知られ

ていた 。道北部では初めての記録であるが、

斑紋の特徴は東部産と同様で、原名亜種に近

19. ChasminodessugiiKONKNENKO クロハナギ

ンガ 1 ♂

20. Lithacodi α falsa (BUTLER) スジシロコヤガ‘

1 ♂

21. Antoculeoraornatissim α(WALKER) ギンボ

シキンウワノ--: 1 ♂

22. Antographaamurica(STAUDINGER) オオム

ラサキキンウワノ--: 1 ♂

23.Sypnoidespict 日 (BUTLER) シラフクチパ

1 ♂

以上 10 科58 種の蛾類を、今回の調査で利尻山高

山帯より確認することができた。このうち、いわ

ゆる高山蛾(和名の右方にホを付した種)では、

大蛾類が 3 種、小蛾類が 2 種の合計 5 種が確認で

きたことになる。このうちの 2 種(ミヤマヤナギ

ヒロハマキ、ハイマツコヒメハマキ)は、今回の

調査で利尻山より初めて生息の確認された高山蛾

である。この他今回は確認できなかったが、リシ

リハマキも利尻山高山帯より既に確認されている

ので 2) 、利尻山高山帯から生息の確認できた高山

蛾は合計 6 種となる。北海道全体の山岳部では総

計34 種の高山蛾(大蛾類+ハマキガ類)が記録さ

れているので (21 151(曲、その 18 %が確認ぎれたこと

になる。
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高山蛾以外では、分布上興味深い種として、ハ

イマツカシンムシ、アトウスヤガ、ミヤマチャイ

ロヨトウなどが得られた。

利尻山高山帯にはこれまで数人の研究者により

蛾類調査が試みられているが (21 II曲 ω 畑、強風など

気象的な悪条件などのために、未だ十分な情報は

得られていない。今回の調査でも数回灯火採集を

試みる予定であったが、実際に調査できたのはひ

と晩だけであった。従って高山帯の調査はまだま

だ不十分であり、さらに未知種の生息の可能性も

あるので、今後とも調査を継続していきたい。
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